
The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

室内に生息す る ダニ 類 （1）

森　谷　清　樹
＊

Mites　Living　in　Rooms （1）

Kiyoki　MORIYA
J

　　 　　 　　 　　 は じ め に

　ダニ 類は節足動物門，くも形綱 ，
ダニ 目に 属 す

る一大動物群で ある。KRANTZ （1978＞に よ る と，

現在 3万種以上記録 さ れ て い るが，未記録種 も多

く地 球上の ダニ の 種類数は50万 に達す る の で は な

い か と推定され て い る 。

　ダニ 類は，他の 動物群 に比較す る と ， 大 き さや

形態などは ほ ぼ一定 の 範囲 に あ っ て 変化に 乏 し い

が
，

生活領域 ， 食性，行動，生活環 な ど は 多様性

に富み ，各生態系で 分解者 ， 捕食者ある い は 消費

者と してそれ ぞれ重要な地位を占め て お り ， 我々

の 経 済生活 や建康に 深 い 関連の あ る種類 も少な く

な い 。

　本文中で詳 し く述 べ る よう に ，我 々 の 居住環境

に も多種多様 な ダ ニ をご く普通 に 見出す こ とが で

き る 。 こ れ ら の ダニ をす べ て 害虫で あ る と 即 断す

る の は誤 りで あ る が，寄生性，疾病伝 はん動物 と

し て の ダニ 研 究が 先駆 し たため ，

一般 の 人 々 が そ

の よ うに 考え るの も無理 か ら ぬ と こ ろが ある。さ

らに ， ダニ は一般 に小型で 肉眼で 容易 に存在 を確

認する こ とが困難 で ある た め ， ダニ に対 す る憎悪 ，

不快感が増幅 され て い る傾向が ある。な か に は，

原因不明 の 身体 の か ゆ みを総て ダニ に よるも の と

一方的に断定 して しまう人も少 なか らず，
こ れが

昂 じ て い わ ゆ る ダニ 恐 慌症 （acariph 。bia） とな

る人 も見受け られ る。

　 こ の ような事態に な る こ とを防止す る 唯
一

の 手

段は
，

ダ ニ に 対す る正確な科学的知識 をもつ こ と

で あ り， ま た
，

ダニ 防除の 基本 も こ こ に あ る 。
こ

の 小文が，室内ダニ の科学的 理解 とダニ に よる被

害を軽減す る
一

助 に な る こ とが あれ ば幸で あ る。

＊

神奈川県衛生研究所

　　　　　　 室内性 ダニ 研究小史

　す で に ユ676年，LEEUENHOEK は 屋内に 保管 し

て ある 干肉や ベ ーコ ン
， 乾燥 イチ ジクや干 ブ ドウ

に 多数の ダニ が い る こ と を発見 し，家の 中で最 も

小 さな動物は ダニ で あると の べ て い る 。 今世紀 に

な っ て DEKKER （1928）は
， 家の 中 ， 特 に ベ ッ ド

の マ ッ トレ ス に 多数の ダニ （種類不明）が棲息 し

て い る こ とを報告 して い る が，人の 居住環境に 多

数 の ダニ が人問の 随伴動物と し て存在 し て い る こ

と が明確に な っ た の は比較的最近 の こ とで あ る 。

　昭和39年故大島司郎は ，横浜市内の 小
・中 ・高

校 で 教 室の 床 よ り 330g の 塵 を集 め， こ れ か ら，

6，766個体の ダニ を慎重 に分 離 し，
ヒ ョ ウ ダニ 属

（DermatoPhagoides）の ダニ が そ の 大部分 を 占め

て い る こ と を報告 し た （大島1964）。希 し くも，

同年 オ ラ ン ダで VooRHoRsT ，　SPIEKSMA−BoEzE ・

MAN
，
　SPIEKsMA （1964）は ，オ ラ ン ダ． ス イス ．

英国 ・ドイツ の 家庭の 室内塵 （hQuse　dust）か ら

同 じく多数の ヒ ョ ウ ダニ に 属す る ダ ニ を見出し た

ば か りで な く ，
こ の ダニ の 抽出液 の 0．0001％で 、

室内塵ア レ ル ギ
ー患者の 13名の 全員に 反応が起 き

る こ とを確認 し，室 内塵 ア レ ル ゲ ン は塵中の ヒ ョ

ウ ヒ ダニ が 元 凶 で あ る こ と を見事な 相関 で 示 し

た。こ の 2 論文が契機 とな っ て ，世界各地で 人間

の 居住環境 ， 特 に 室内塵中の ダニ に 関心 が払わ れ

る よ う に な り ，
ヒ ョ ウ ヒ ダニ を含む チ リダニ 科

　（Plyoglyphidgae）の ダ ニ が 人間 の 居住環境 に

深 い 関連の あ る ダニ 類で ある こ とが判明 した の で

あ る 。

　 日本 に お け る室内性 ダニ の 研究は
， 前記大 島

　（1964 ）の 報告以来 ， 高温多湿な夏期を もつ 我が

国の 気候条件下で ， 特殊な住宅事情 ，
す なわ ち植

物由来 の 畳を使用す る こ と ，
コ ン ク リー ト製の 集
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合住宅の 増加，ア ル ミ ・サ ッ シ の普及な ど
， 従来

の 開放型住宅に代わ り閉鎖型住宅の 増加 した こ と

な どに より ヒ ョ ウ ヒ ダニ 類ば か りで な く コ ナダニ

類も室内性ダ ニ と し て 問題と な る よ うに な っ た 。

　我が国にお け る室内性 ダニ 類，ま た は 環境衛生

上重要な ダニ 類の研究 と し て
，

い わ ゆ る人体 内ダ

ニ 症の 研究が ある 。 明治 27年に 三宅 ・SCRIBA は

37歳の 血尿 を主訴 とす る千葉県在住の農夫か ら 8

日 に わ た り約25個体の ダニ を採取 し，こ れ を新人

体寄生性の ダニ と考 え
，

Nephrophagus　sangZtinar −

iusと命名発表 した （MIYAKE 　und 　ScRIBA，1893）。

そ の 後，尿以外に も患者の糞便，か くたん，たん

汁 ，腹水 ，
腫 よう な どか ら種 々 の ダニ が見出 され

た報告は数多 く，

幽
中に は 実験的に コ ナ ダニ な どを

実験動物 に 接種 し
，

そ の 影響に つ い て 調 べ た報告

もあ る 。 こ れ ら人体内ダニ 症 に つ い て の 報告 は，

当時の ダニ 分類学の 混乱 を反映 して 種類 同定の 不

確実な もの が 多く，残 念なが ら科学的価値 はあま

り高くな い 。

　 こ の い わ ゆ る 人体 内ダ ニ 症 の 原 因 とな る ダニ

は
，

コ ナ ダニ 類，ニ ク ダニ 類，ホ コ リダニ 類 ，
ヒ ョ

ウ ヒ ダニ 類な ど種々雑多な も の で ある こ と
， 手術

な ど に よ り寄生部位 を確実 に証明 で きな い こ と な

　ど を理 由に
， 当時か ら こ の 人体内ダニ 症 の 存在を

否定す る人 もい たが
，

一
方慎重な検査を繰 り返 し

て もダニ が検 出され る と して ，
こ の 種 の 疾病が あ

　る こ とを主張 す る 人 も い た （佐 々 1951）。 現在の

　知 識に よれば ， 明確に 存在を否定し た論文は見当

　た らな い が
， 人体内に寄生す るダニ の存在を信ず

　る 研究者 は い な い 。 検出さ れ た ダニ は
， 検査器具

　や検体に付着混入 し た も の と考え ら れ て い る 。 逆

　説的に 言え ば，ダニ ば か な り普遍 的に 当時 か ら室

　内に分布 して い た の で ある 。

　　第二 次大戦 の 敗戦か ら の 10年間の 我が国は ， 社

　会混乱 に 加 え て食糧 が不足 し衛生状態 は き わ め て

　劣悪 で あ っ た。こ の 時期に
， 米麦の 代替物 と して

　配給に な っ た 砂糖 （赤ざらめ）に ダニ （サ トウ ダ

　ニ
，
CarPoglyphus　lactis）が 多数棲 息 し て い る こ

　とが発見 され社会問題 とな っ た 。 そ の 後の 調査 に

　よ り，ほ と ん どあ らゆ る 貯蔵食品類，小麦粉 ，
き

　な粉 ， 味噌，パ ン粉 ，煮干 ，
か り ん糖 ，

チ ョ コ レ
ー

　 ト，干 し い たけ ， 粉 ミ ル ク ， チ
ーズ，ハ ム ，ベ ー

コ ン な ど か ら高率 にダニ が 検出 され
， 当時の食品

衛生上の 一大問題であ っ た 。 1950〜1960年傾 に は

貯蔵食品性ダニ 類，特に主役で あ っ たケ ナガ コ ナ

ダニ に つ い て 調査研究が多数行なわれ て い る 。

　食品中 に ダ ニ が 多数 い れ ば ， 糞便中に も認 め ら

れ る の は 当然で あ る が
，

そ の 当時同様 に 多か っ た

寄生虫 （回虫）の 検査時 に ， 糞便中よ り寄生虫卵

と同 じよう に ダニ も頻繁 に 検 出さ れ た の で あ る 。

こ れ が前述の 人体内ダニ 症問題 と重 な り合 い ，昭

和30年前後 を賑ぎあわ した 。 食品中の ダニ 問題 は

現在な くな っ て しま っ た わ け で はな い が，食品衛

生 の 向上 ， 特に流通機構の変化 に伴 なうパ ッ キン

グ技術，冷蔵庫や冷凍庫の 普及な どに よ り食品中

の ダニ 問題 の 重要度は減少 した 。 し か る に
， 食品

の ダニ と思 わ れ て い た ケナ ガ コ ナ ダニ が食品 に

代 っ て 住居 に 大発生す るよ う に な っ て き た の で あ

る 。

　 昭和30年代後半よ り都市部に盛 ん に 建築が行な

わ れれ た コ ン ク リー ト製集合住宅，い わ ゆ る 団地

や新築住宅 の 畳 に ダニ の大発生が報告 され る よう

に な り，ダ ニ 問題 が発生源を変 えで再燃 し て きた

の で あ る 。昭和43年 に 起 っ た東京都町田市鶴川団

地 の ケ
ー

ス は ，マ ス コ ミ に 取上 げられ，我 々 の住

居 は近代的で ある と信 じて い た団地族に衝撃 を与

　え た 。

　　こ の 新築住宅 の 畳の ダニ 発生 は，単に居住者が

畳の 縁や家具 に 多数の ダニ を発見 し て 感覚的 ・神

　経的 に不快 で あ る 場合 と明 らか に居住者 に皮膚障

　害や か ゆみ を起 こ す場合とがある が，圧倒的に前

　者 の ケ
ース が多か っ た 。 畳 の ダニ 大発生 （主と し

　て ケナガ コ ナ ダニ ）は ，現在で も 6 − 9 月の 夏期

　を中心 と して新築住宅に頻発す る が （積雪地 な ど

　で は暖房と関連 して 冬季に も起 こ る ），再 び ヒ ョ

　ウ ヒ ダニ 類が注 目され るよ う に な っ て き た 。
こ の

　理 由と し て ，コ ン ク リー ト製住宅が古 くな り乾燥

　し て き た こ と，冷暖房や カ
ーペ ッ トの 普及，電気

　掃除器 の 採用な どの 他，掃除に対す る意識変化や

　住宅に対する質の 重視 な ど人の環境や行勤習性 の

　変化が複雑 に関連 して い る 。

　　 こ こ で強調 して お きた い こ とが ある。室内で は，

　畳や カ
ーペ ッ トに ダニ が多 い 事実か ら，短絡的 に

　畳 や カーペ ッ トが ダ三の 発生源 と され ，そ れぞ れ
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の業界に かな りの 影響 を与え て い る 。 し か し，畳

も カ
ー

ペ ッ トもダニ の 発生と は基本的 に は無 関係

で あ り ，
こ れ らの 資材が ダ ニ の 発生に好適な環境

条件 に置かれ る こ と ， あ る い は適切 な管理が行な

わ れ て い な い こ とが問題 な の で あ っ て ，畳 が 悪 い

ま たは，カ
ーペ ッ トが悪い と言 うよ うな 論議 はナ

ン セ ン ス な の で ある 。 室内に 畳 を採用す る か
，
カ
ー

ペ ッ トを使用する か は ，個人の 好み で あ っ て どち
　 　 　 　 　 　 　 ロ

らで もよ い が，それぞ れに適合 した設置条件下で

適切 な維持管理 を しな けれ ば な ら な い 。
こ れが十

分 に 励行され て い な い の で
，

ダニ の 問題が起 こ る

こ と に注 目し な けれ ばな らな い
。

　家屋 内に は
， 時 に 動 物寄生性の ダニ で 人 か ら も

吸血 あ るい は刺咬す るダニ も見 られ る 。 家鼠類の

イエ ダニ
， 鳥類の トリサシ ダニ

， 昆虫類 の シ ラ ミ

ダニ な どが こ の 例 で ある 。イエ ダニ は，山田信
一

郎先生が渡瀬庄三 郎先生の 意見 に基ずい て 昭和 6

年 に 命名 した もの で Ornithodros　bacotiの 標準和

名で あ る 。 現在で も，イエ ダニ に よる被害が皆無

に な っ た わ け で は な い が，当時は家鼠と共に都市

部を中心 と して か な り普遍的に 木造家屋に分布 し

て い た の で こ の よ うな名前が つ い て しま っ た 。 イ

エ ダ ニ と家の ダニ とは 明確 に区 別す る 必要が あ

る。

　　　　　　　 家屋内の ダニ 相

　van 　BRONSwIJK （1981）は， 1960− 1978年の

間 に世界中で 発表された論文74編 か ら室内で 見出

さ れ た ダニ の リス トを作成 した 。
こ の リス トに は

，

背気 門類 と四気門類 （こ れ らの ダ ニ 類 は 日本に分

布 して い な い ）を除 く全 グル
ープか ら149種が あ

げ ら れ て い る 。
こ こ に は，出現す る科名 を表 1 に

示 した 。リス ト中の 大部分の 種類 は屋外か らの 侵

入者で ，植物お よび動物寄生性の 種類や野外 の 土

壌に 棲息す る ダニ が含まれ て い る。

　室 内 で 検 出 さ れ る ダ ニ 類 は ， 他 生 種

（allochthonic 　species ：生活の 本拠地 は 別な 場

所で ， 移動 して き た種類）と自生種 （authochonic

specieS 　l 本来の 生活場所に 棲息 し て い る種類）

に分 ける こ とが で き，前者は 風 ， 宿主で あ る動物

（人 ）や物 に付着 し て 屋内に 侵入 した もの で
， 家

屋 に 出入 りす る動物 （人）の 種類や行動 ，
お よ び

表
一一1　 室内に 見出 さ れ た ダ； 類 （科）（van 　BRONS −

　　　 WIJK （1981）に よ る。〉

中気門類

後気門類

前気門類

無機門類

隠気門類

マ ヨ イ ダ ニ 科

カ ブ リ ダ ニ 科

カ ザ リ ダニ 科

ハ エ ダニ 科

トゲ ダニ 科

ワ クモ 科

オ オ サ シ ダ ニ 科

Sejidae

マ ダニ 科

ニ セ ア ギ トダニ 科
コ ハ リダ ニ 科

テ ン グ ダニ 科

オ ソ イダニ 科

シ ラ ミダニ 科

ヒ ナ ダニ 科

ヒ サ シ ダニ 科

ホ コ リダニ 科

ハ リ クチ ダニ 科

ツ メ ダニ 科

ニ キ ビ ダニ 科

ハ ダニ 科

タ カ ラ ダ ニ 科

ツ ツガ ム シ科

Caligonellidae

コ ナ ダ ニ 科

ニ ク ダニ 科

ヒ ョ ウホ ン ダニ 科

ヒ ゲダニ 科

キ ュ ウセ ン ダニ 科
チ リ ダニ 科

ヒ ゼ ン ダニ 科

Atopomelidae
C しenoglyphidae

カ ザ リヒ ワ ダニ 科

イエ サ サ ラ ダニ 科

オ ニ ダニ 科

コ ナダニ モ ドキ科

ダル マ タマ ゴ ダニ 科
ク ワ ガ タ ダニ 科

ツ ブダニ 科

マ ドダニ 科

マ ル コ バ ネダニ 科

コ イタ ダニ 科
コ ソ デ ダニ 科

Micremidae

（Asidae ）

（Phytoseiidae）
（Ameroseiidae ）

（Macrochelidae＞
（Laelapidae）
（Dermanyssidae ）

（Macronyssidae 〕

（工xodidae ＞

（Alicorhagiidae）

（Tydeidae ）

（Bdellidae）
（Cunaxidae）
（Pyemotidae）
（Pygmephoridae ）

（Scutacaridae）

（Tarsonemidae ）

（Raphignathidae）
（Cheyletidae）
（Demodicidae）
（Tetranychidae＞
（Erythraeidae）

（Trombiculidae）

（A 亡caridae 〕

（Giycyphagidae）
（SaprQglyphidae＞
（AnQe亡idae）

（PSQroptidae ）

（Pyroglyphidae ）

（Sarcoptidae）

（Cos 皿 ochthoniidae ）

〔Haplochthoniidae）
（Camisiidae）

（Malaconothridae）
（Astegistidae）

（Tectocepheidae）
（Oppiidae）

（Suctobeldidae）

（Mochlozetidae＞
（Oribatulidae）

（Haplozetidae＞
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表
一 2　室内 に 見出 され る主 な ダニ 類 （％）

種　類／報告 者 大 島 （1971）L） Ishii，　et　al．（1979）
2｝ 森谷　（1985）

3｝ Mumcuoglu 〔ユ976）
4〕

チ リダニ 科

コ ナダニ 科

ニ ク ダ ニ 科

ツ メ ダニ 科

ホ コ リダニ 科

サ サ ラ ダニ 科

43．53

．63L
　86

．66

，62

．7

74〜861

〜12

ユ
〜 32
− 50
〜 11

− 3

匚
」

」
164

7000

、
1

8

0．2

93．60

．73

．21

．00

．0020

．0003

種 類／報告者 高岡 ら （1977）5］ 宮本 ・大内 （1976）6） 吉丿il　（1985）7，

チ リダニ 科

コ ナ ダニ 科

ニ ク ダニ 科

ツ メ ダ ニ 科

ホ コ リダニ 科

サ サ ラ ダニ 科

75．5− 87．8
1．2− 5．3

0．8〜 3．7

2．4− 6．5

0，3− 1．0
4．4〜 5．6

81．1− 86，6

3．6− 5，2

0．6− 2，8
1．4〜 3，8

2．3〜 2．9

2．4− 2．6

73．92

．02

、84
．91

．113

．8

1＞北海道，東北 ， 東京 ， 名古屋 ， 大阪 ， 広島 ， 四 国，九 州 の 各 地 で そ れ ぞ れ 数家庭 か ら採集 し た 室内塵。

2）夏期 に 32家庭 よ り採取 した 室内塵。

3）神奈川県下26家庭 の カーペ ッ トに 貯溜 して い た室内塵 で
， 年4 回調査 の 平均 。

4） ス イス
・バ ーゼ ル 近郊 の ア レル ギー患者家庭 の 室内塵 190試料の 平均 。

5）東京，そ の 近郊の小児ア レル ギー患者 27家庭 よ り 8 − 9 月 に 採集 した
’
室内塵 。

6）新築 コ ン ク リ
ー

ト造 りア パ ー
トと木造住宅 （建築後 9年経過 ）の年間 を通 して採取 した 室内塵。

7）40軒の 家 か ら採集 した 室 内塵の 平 均。

家周辺 の 植生 ， 土壌な どの 影響を受け て い る。し

た が っ て
， 建物周 囲 の 環境 ， 室内 で の動物 （人）

の 行勤 に よ りい ろ い ろな種類 が出現 し，
一概 に ダ

ニ の種類を述 べ る こ と は で きな い 。
こ こ で 問題 と

した い の は ，人の 居住環境，特 に 室内に棲息する

固有の ダニ 類で ある 。

　居住環境 に 普遍 に 見 出さ れ る ダニ の 種類は，1 ＞

室内塵中の 棲息者， 2 ）家具や敷物な ど家の 資材

に発生す る ダニ 類， 3 ）貯蔵食品性 の ダニ 類 お よ

び 4 ）そ れ らの 捕食者で あ る ダ ニ 類に便宜的 に 分

け る こ とが で き， こ れ ら は出現個体数 も多 く，室

内の ダニ 相に 占め る割合 も高 い （表 2 ）。分 類学

的に は
， 無気門類の チ リダニ 類 ，

コ ナ ダニ 類，ニ

クダニ 類 ， 陰気門類 （ササ ラダニ 類〉の カ ザ リヒ

ワ ダ ニ 属と イエ サ サ ラダニ 属，中気門類 の ツ メ ダ

ニ 類が室内に 固有な ダニ 類で ある と認 める こ とが

で き，特に チ リダ ニ 科の 占有率が高い の が注 目 に

値す る 。

　　　　　　　　 コ ナ ダ ニ 類

　 こ こ で言 う コ ナ ダニ 類 とは，大島 （1981）の コ

ナ ダニ 科 （Acaridae＝Tyroglyphidae ）に 属する

ダニ を指 すこ と に す る と，室内で 多く見出され る

種類 は コ ナ ダニ 亜科 （Acarinae ＝ Tyroglyphinae ＞

の ア シ ブ トコ ナ ダニ 属 （Acarus）とケ ナガ コ ナダ

ニ 属 （Tyrophagus）の 2 属 が主 なも の で
， 比較的

検 出 個 体 数 の 少 な い も の に， ネ ダ ニ 亜 科

（Rizoglyphinae）の ツ キナシ ダ ニ 属 （Acotyledon＞，

チ ビダ ニ 属 （Suidasia）， ネダニ 属 （RixoglyPhus），

ム シ ク イダ ニ 属 （ThJtreoPhgas）が我が 国 の 室 内

よ り記録 され て い る （大島1981｝。

　 コ ナ ダニ 類は総て 自由生活 を営むが ， かな り生

活領域 は広 く昆 虫に 付着 し （ヒ ポ プス 期），貯蔵

食品類，また小動物の 巣などか らも見出され て い

る。食性 は腐食性，イネ科食性 （graminiv。r・US ），

カ ビ食性また は植食性で ，時に貯蔵穀類 とそ の 製

品な ど で は大発生をお こ し ， 経済的被害 を与 え る 。

形態 は
， 柔 らか い体 を もち，表皮は簿 く平滑 で 無

色
〜乳白色 ， 胴体部背剛毛 は細長 くよく発達 して
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い る な ど の 特徴が ある 。

　ア シブ トコ ナ ダ ニ 属 （AcarttS）は
，

外垂直剛毛

（vi ）の 半分 以下の 長 さ，第
一背 剛毛 （dl）， 前

側剛毛 （la）お よび後側剛毛 （lp）が常 に 短 い こ

と ， 第一脚膝節 に あ る背内感覚毛 （σ 1 ）が背外

感覚毛 （2 ）の 3倍 よ り長 い こ と など の 標徴 で ケ

ナ ガ コ ナ ダニ と区別 され 同定で き る 。 （各部形態

の名称 は
， 大 島 （1981）に よ る ）ま た ，雄の 第

一

脚が他の 脚 より も太い 特徴 が ある 。 体長 は雄 O．3

− e．4，雌O．3− O．6mm 程度で あ る 。

　 ア シブ トコ ナ ダニ 属 に は ， 8 種以上が記載 され

室内か ら 4 種 （A ．　farris，　A．　graciZis，　A、　immobilis，

A．siro）が記録 され て い る が
，

それ ぞ れ を区別す

る こ とは難 し く
，

ア シブ トコ ナ ダニ （且 siro）と

同定 され て い るも の に は、ア シブ トコ ナダニ （A

siro）の他 A ．　farrisとオ ソ ア シ ブ トコ ナ ダ ニ （A ．

immobilis＞の 3 種を含 む こ とが多 く，大島 （1981）

に よれ ば室 内か らの ア シ ブ トコ ナ ダニ は ，オ ソ ア

シブ トコ ナダニ で あ る と い う 。 明確 に 種類 を区別

で き な い 場 合，ア シ ブ ト コ ナ ダ ニ 群 （A．siro

c ・ mplex ） と記録 す る こ と が望 ま し い 。室内塵

126試科中 の 25．4 ％ に 出現 （大 島 1981），吉川 は

　（1982）は 4 軒の コ ン ク リ
ー

ト
・ア パ 厂 トの 和室

か ら年間 に わ た る 19，
518個体 の ダニ 中 278個 体

　（1．42 ％）の ア シ ブ トコ ナダニ を見出し ， ケナガ

コ ナ ダニ の 検 出数 （216個体）よ り多か っ た例 を

報告 し て い る 。

　 Cunnington （1965）に よる と本種は 温度 25−

31，32℃ ，相対湿度62％以上が好適範囲 で
，
Solo −

mOn （1946）は湿度80− 85％ で集合す る傾向が あ

　り， 穀物の 水分含量 が 14％に な る と被害を生ずる

　こ とを明 らか に した 。 湿度87％ ， 温度23℃ の 条件

下 で 発育に 約10日 を必要とす る と い わ れ ，まれ に

　ヒ ポ ス 期を経 る系統が ある。英 国，ドイツ ， 米国，

　日本に 分布が知 られ て い る が ， 世界広分布 の 種類

　と思わ れ る 。

　　ケ ナガ コ ナ ダニ 属 （TyroPhagus）は
，

9 種類 が

　知 られ て お り， 室 内 か ら；ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ ．T．

　Putrescentiae，　T．　Palmrum が 記録 さ れ て い る が ，

　我が 国 で 室内か ら同定 され て い る の は現在ケナ ガ

　 コ ナダ ニ 1 種の み で あ る 。

　　ケナ ガ コ ナ ダ ニ は 雄 0．28〜0．35， 雌 0．32　一

0．41mm の 胴体部長 で ，柔 らか く
， 表皮 は平滑で ，

体色は通常半透明〜乳白色で あ る が
，

チ ーズ な ど

に い る もの は薄黄褐色 に な る。外垂直剛毛 （ve ）

は 長 く
， 内垂 直剛毛 （vi ）の半分 以上の長 さがあ

り ， 内前体部毛 （sci ＞は外前体部毛 （sce ）が常

に長 い こ と，後側剛毛 （lp）が長 く，胴体部背面

後端か ら 4 対の 長 い 剛毛が生え て い る こ と，第
一

脚膝節 に あ る背内感覚毛 （σ 1 ）が背外感覚毛 （σ

2 ）の 3 倍 よ り短 い 点 など で ア シ ブ トコ ナ ダニ か

ら区別で き る 。

　Cunningtonら （1969） に よ る と最低温度 7 −

10，最高温度35〜37℃で発育 し，Barker（1967　a ）

に よ る と温度 32．2℃ ， 相対湿度98〜100 ％ で ビー

ル酵母 を餌 とす る と21日で 卵か ら成虫とな る。餌

と し て脂肪や蛋白質の豊富な食 品を好み穀粉類 ，

乾燥卵，粉 ミル ク ，チ ーズ ， ナ ッ ツ類，ハ ム
， 魚

粉な ど ，
こ れ ら を材料 と し た 貯蔵食品類に保管状

態が悪 い と多発 し，ま た 新築住宅の畳に本種は大

発生す る 。 大 島 （1981）に よ る と，ケナ ガ コ ナダ

ニ の 出現率 は室内塵 129試 料中 90．5％で チ リダニ

類 に つ い で高 い 。 ケ ナガ コ ナダニ に つ い て は，飯

島 （1956）を は じめ松本 （1961，
1962a ，

1964，

1965a，1965　c ，
1970a ，

1981など）の繁殖条件 ，

温湿 度と栄養に つ い て の一連の 研 究が あ る 。

　　　　　　　 ニ ク ダ ニ 類

　ニ ク ダ ニ 科 （Glychyphagidae）に 属す る ダニ

類 も し ば しば屋内か ら発見さ れ る 。
ニ ク ダ ニ 類の

内 ， 比較的検出個体数の 多い 種類は ，
マ ル ニ ク ダ

ニ 亜科 （Ch。 ，t。glyphinae）の マ ル ニ ク ダ ニ 属

（Chortogl）phZtS） と タ マ ニ ク ダニ 属 （Blomia），

ニ ク ダ ニ 亜 科 （GlychyPhagls）の ニ ク ダ ニ 属

（Glych3tphagus）に 所属す る種類で ある 。

　 マ ル ニ ク ダニ 属は，名前の 示す よう に体型が 卵

型を して お り ， 表皮 は平滑 で あ る がかな り肥厚し

て 固 く ， 胴体部 の 毛は細 くて短 く，脚が体 に比較

して 細 い な ど の 特徴が ある 。 体長 O．4m 皿 前後 で

雌雄 の差 はあ ま り大 き く な い 。 室内で 見出され る

種 は イエ マ ル ニ クダニ （C．longior，＝ C．　domicola）

で 1979年大島に よ り記載され た種 で あ る。い か な

る理 由に よ る も の か 分 か ら な い が ，こ の イエ マ ル

ニ ク ダニ は我 が 国 の 室内塵に多 い が，欧米の 居住
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環 境 で は 見 られず，代わ っ て 欧米で は後述の タマ

ニ ク ダニ 属 （Blomia）が多く見 られ る。

　 タ マ ニ ク ダ ニ 属 は，背面剛毛が長 く （d2 を除

く）， 表皮 に 微少な 点刻が ある な どの 点で マ ル ニ

ク ダ ニ 類 と区別で き る 。 ネ ッ タ イタ マ ニ ク ダ ニ

B ．tropicalis は ，広 く世界 の 熱帯亜 熱帯の 室 内か

ら検出され て い る が，我が国で も希 に見出 され て

い る 。 ま た ， フ タ バ タ マ ニ ク ダ ニ B．korlaginiも

ス ペ イン と 日本か ら見付か っ て い る 。

　ニ ク ダ ニ 属 に 属 す る種 類で は ， イ エ ニ ク ダニ

C．domesticusとサヤア シ ニ ク ダニ σ aestructor が

以前か ら室内 に よ く知 られ た ダニ で あ る。OLDE −

MANS （1926）は ，紀元 前 よ り1758年 ま で の 家の

中 の ダニ に つ い て文献調査 を行な い
，
16− 17世紀

の ヨ
ー

ロ ッ パ の 家庭に は少 な くともア シブ トコ ナ

ダニ 群 と イエ ニ クダニ が棲息 し て い た と考え て い

る 。COLLINS （1936）は ，調査 し た 英国の 総て の

家庭か ら こ の イエ ニ ク ダ ニ を見出し， こ の 種 を家

庭固有の ダ ニ の種類 と認めて い る 。

　 ニ ク ダニ 属 は
， 体剛毛 が太く，そ れ に は 多数 の

刺生が あ り，体剛毛 の 長 さ は体長の L5 − 2倍程

度に達す る ，前胴体盾板が退化 し
， 体表 に 微細な

突起が 多数 あ っ て 鮫肌 状で あ る な ど の 特徴 があ

る 。 約14種が記載さ れ て お り，ほ とん どが世界共

通種で
， 貯穀類，乾燥果実 ， チ

ーズ，ワ ラ ，動物

剥製 ， 皮革製品などに多く見 られ て い る 。 室内で

よく検出さ れ る種類は，イエ ニ ク ダ ニ C．dihmesti
−

CZtS
，
サ ヤ ア シニ ク ダ ニ C．　destructor， チ リニ クダ

ニ C 　pivatztsの 3種で ， 内 ， 外垂直剛毛 （ve ，　vi ）

の 生ずる位置 ，
ふ 節の 形状，背面剛毛 （d ユ， d

2
，

d3 ）の 位置関係 ， 第 1 ， 2 脚の 膝節 に ある

感 覚毛 （σ 1
，

σ 2 な ど〉の 形状 に よ り区別 で き る 。

大島 （1981 ）に よ る と，126試料 中最 もサ ヤ ア シ

ニ ク ダ ニ の 検出率が高 く （57．9％），つ い で チ リ

ニ ク ダニ （52．4％）， イエ ニ ク ダニ （21．4 ％）の

順で あ っ た。

　 van 　BRONSwlJK （1981）に よる と，イ エ ニ ク

ダニ は光に関係 な く
， 明 るく て も暗 くて も室内を

歩き 回 り
， 隠れ場所 に 潜伏 して い る ような こ と は

な い 。室内塵中の有機物 とカ ビを餌 と し，比較的

高 い湿度 （80〜100％ ）を好む 。 温度23− 25℃ ，

湿度 80〜90％ の 条件下 で 生活環を完成 させ る の に

約 22日 を要す る （HORA，1934）サ ヤ ア シ ニ ク ダ

ニ は ， ジ ャ ッ キ運動 （体 を上下 に動かす）の よ う

な歩行運動を行な い 。イエ ニ ク ダニ と同様に 光と

関係な く活動す る が ， 脱皮の とき に は 隠れ場所 に

潜む。松本 （1963）に よ る と
， 削 り節を飼料 と し

た 場合、温度 25℃ ・相対湿度85％ の 時に良好 な個

体群増殖 を示 し た 。

　　　　　　　　ササ ラダ ニ 類

　サ サ ラ ダ ニ 類 Oribatei（＝ 陰 気 門 類

Cryptostigmata）は 自由生活を営み ，大多数の も

の は土壌中に棲息 して お り ， 食性 は 腐食性 ， 食藻

性 で
，

138科 を含有 す る 大きな グ ル
ープで あ る。

い ろ い ろ な種類が，動物の 足，人の 靴や そ の他の

物品に つ い た泥 と共に 屋内に 侵入 して く る もの と

思わ れ る 。屋 内で よ く認 め られ る室 内の 固有種は
，

カ ザ リヒ ワ ダ ニ 科 （CosInochthoniidae）の カザ

リ ヒ ワ ダニ 属 （CosmochthoniUS）， イエ ササ ラ ダ

ニ 科 （Haplochthoniidae＞の イエ サ サ ラ ダ ニ 属

（Haplochtonius）で ，カ ザ リヒ ワ ダ ニ H ．　simplex

は南米 コ ロ ン ビヤ，ブラ ジ ル ，ス イス ，フ ラ ン ス
，

北 ア フ リカ，オ ラ ン ダおよび 日本か ら （CEARLET ，

et　 al．1977，　 MUMCUQGLU 　 1976　 b ，SELLNICK

1960
，
RosA ，1978 ，0SHIMA　l970 ）報告 さ れ て い

る 。 さ ら に 我 が 国 で は，イ エ サ サ ラ ダニ 丑 re−

ticulatusが 室 内 に 見 出 さ れ ， オ ラ ン ダ で は

Amneochthonius属の ササ ラ ダ ニ が室内塵 よ り しば

しば検出され て い る 。 残念 な こ と に ，こ れ らササ

ラ ダニ 類の 生活史は明らか に な っ て い な い 。

　 カザ リ ヒ ワ ダニ は
， 体長0．35mm 前後 で 赤碣色 ，

堅 い 表皮 を持 ち，後体部背面に は刷毛状の長 い 剛

毛 が生え
， 体表に は細か い 亀甲状紋が あ る 。 イエ

サ サ ラ ダニ は 体長約 2．5m 皿 で 小判型の 体型 ， 体

色は半透明の 白色 で ，背面 の 体毛 は細 く短 く ， 表

皮 ぽ柔 らか で
， 胴 体部背面 に は体節の よ う に横溝

が 3本存在 して い る。

　　　　　　　 捕食性の ダニ 類

　捕食性 の ダ ニ 類 で 室 内で よ く見 出さ れ る種類

は ， 主 と して ツ メ ダ ニ 科 （Cheyletidae）の ダニ ，

ツ メ ダニ 類で あ る 。ツ メ ダニ 科 に は 50属 ， 約 186

種が記載 され て い る。い ろ い ろな環境 ， 土壌 ， 樹
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皮，農業倉庫，鳥や こ うも り の 巣な どか ら検出さ

れ て い る 。 あ る種類 は，昆虫 ， 鳥や ほ乳類な どの

動物に寄生 した り，共生関係が認め ら れ る が
， 大

部分 の種類は 自由生活を して い る 捕食性の ダニ 類

で あ る 。 HUGHES （1961）に よ る と Chayletzas，

CheletomrPha，　Cheblletia，
　AcaroPsisな ど の属 が 貯蔵

食品性 ダニ 類の捕食者と して しば しば見出され る

と い う 。 また ， 吉川 （1985）に よると
， 東京周辺

の 家屋 内で は少な くと も15種の ツ メ ダニ 類が認め

られ る とい う 。 比較的 よ く発見され る ツ メ ダニ 類

と し て は，ホ ソ ツ メ ダニ Cheyletus　eruditzas，フ ト

ツ メ ダニ C 　fortis，ク ワ ガ タ ツ メ ダニ C．　malaccen −

5舐 マ メ タ ン ツ メ ダ ニ C．trouessarti，ア シナガ ツ

メ ダニ CheletOmrPha妙 鋤 ρ’o耀 規 お よび い わ ゆる

ケ ラ カ ロ プシ ス 　（Cheraropsis）が あ る 。 ま た，

ッ ヨ ツ メ ダニ Cheyletzes　rarus と タ タ ミツ メ ダ ニ

箋 内 じん 中に 検 出 さ れ る 主 な ダ ニ 類 の 図 式検 索 （1 ＞

1− i−一一 MtM − N

1 くび れが あ る
2 蕎 面 か ら 顎体 部 は 見 え な い

嶽 か っ 色 。

0 ．35 瑰

カ ザ リ ヒ ワ

白 色

0 ．2Smm

胴 体 部 に く び れ は な い

背面 か ら顎 体 都 が 見 え る

1 長 円 型 を し て い る
2 ダ イ ヤモ ン ド 型 の 背板 が ある
3 短 い 毛 が 均 一

に分 帯 して い る
4体 長 ： 0 。5 〜0 ．8 虱 田

イ エ ダ ニ
・ト リサ シ ダ ユ 類

通 の

る

く 発 達 し て い る
メ が あ る

ユ，2 ，3 の よ うで は な い

体長 0 。5   以 下

ジ 邑

0 ，8 皿

ツ メ ダ ニ 類

靄 1 ， 2脚 と第 3 ， 4脚

の 間 は そ れ ほ ど 離 れ て い

な い 　 無 気 門 類

　　　1
図 武 検 索 （2） へ

類

L
テダリチ

ー

ー

と 第 3 ，4 脚

　 く 離 れ て い る
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森 谷 1986
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劉 ん 鹸 出 され ・ 主

攀 一 』 譜 』 一 一 一 r 「
内 垂直 剛毛 （vi ｝お よ び

外 垂 直 剛毛 （ve ）が あ る

＿vi

・1　 ＿ve

　
『
　　 1

天

内 垂直 剛 毛 （vi〕お よ び

外 垂 直 剛 毛 （ve ）が な い

ノ　 N

詔 ，

体 表 に 指 紋 状 の し わ が あ る

　 　 　 　 　 　 チ リダ ニ 類

背 面 に 　溝 が あ る

　

1

、

ーr
／　

r

コ ナダ ニ 類

背面 に 　 　が な い 背面 に多 数の 長 剛毛 が あ る

ニ ク ダ ニ 類

背 面 の 1毛 は 細 く 短 い

マ ル ニ ク ダ ニ 類

森 谷 1986

図
一2

Ch ，le、。m ，ph。　・。・・ mi が 我力・国の 屋内か ら記雛

れ ，中気門類 ， トゲダ ニ 科 の ホ ソ ゲチ トゲ ダニ

AndrolaelaPs　lepidoPtorumも捕食性 ダニ と し て 室

内に 出現す る こ とが知 られ で い る （・ ・ nBR °NS ．

W 叮K ，1981）。

　室内の ツ メ ダニ 類 は ，中型 （O．5〜O．8mln）で ，

前体部と後体部 を分け る横溝が あ り ， 通常 2 枚 の

背板を もつ
。 ま た ，触肢が発達 し て 大 き く，先端

に 巨大な爪が あ り，さ らに櫛状 の 付属肢がある な

ど の特徴 があ る 。 しか も ， 単為生殖を行 な い 雄が

見 られ な い 種類，雄に触肢の大 き さ の 異な る もの

　（異形雄 ）が出現す る な ど生活環が複雑で ある。

発育段階は ，卵 よ り幼虫期， 2 期の若虫期 を経て

成虫と な る 。 ツ メ ダニ 類は行動が敏速 で
， 前方は

もと より後方に も速 く動 き強力な触肢で獲物を捕

らえる 。
コ ナ ダ ニ 類 ，

ニ クダニ 類，チ リダニ 類 な

　ど種 々 の ダニ 類の 他，チ ャ タテ ム シ，ノ ミ幼虫を

も 餌 と し （MUMCUoGLE 　et 　al．1973，　HuGHEs

1976な ど）しば しば共食 い も行 な う 。

　比較的室内に 出現す る頻度 の 高い ク ワ ガ タツ メ

ダニ ，フ トツ メ ダニ ，ホ ソ ツ メ ダニ の 3種は オ レ

ン ジ色で 同 じよ うな体色 を して お り ， 体長 も雄で

0．5mm 前後，雌 で 0．7〜08皿 m と類似 して い る が ，

2枚 あ る 背板 の 形 とそ こ に生 えて い る剛毛の位置

と数，触肢先端 に ある爪の 基部 に あ る こ ぶ （飾爪）

の 形 状 ， 第 1 脚ふ 節上 の 感覚毛と支持毛の 形状お

よ び長 さ な ど の 標徴 に よ り区別 す る こ と が で き

る 。 ホ ソ ツ メ ダニ の 生活環は
，
26．　7〜29．　4℃ の条

件で 19〜30 日 （BEER ＆ DAILEY，1956）で ， 飼

育観察に よ る と雌 は飼料の 間に産卵用の 空間 をつ

く り ， 卵が ば らば ら で な く塊状に 産つ けよ く保護

をす る 。 針な どを卵に 近づ ける と雄 は針に 向か い

攻撃 して く る の が観察さ れ る 。
コ ナ ダニ 類 の 防除

に こ の ホ ソ ツ メ ダニ を利用 す る の が効果的で ある

こ とが知 られ ，チ ェ コ ス ロ バ キヤ で は貯穀倉庫で
1

実 際 に採 用 さ れ 成 功 を お さ め た （PULPAN 　and

VERNER ，1965）。 中 田 （1972） は ， ツ メ ダ ニ

ChervletttS　sp ．の 飼育観察を 27℃ ， 相対湿度73 ％で
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お こ な い
， 成虫に な っ て 3 〜 4 日後か ら産卵 を開

始 し ，
1 日 に 10個前後，多い 時に は20個程度産卵

し， 2 週間位生み続け る例 を観察 し ， 成虫の 寿命

は ユカ月前後で ある と述 べ て い る 。

　ツ メ ダニ 類 は，人を刺 しかゆ み を起す こ とが以

前か ら疑 われ て い たが，吉川 ら （1983＞は ， ク ワ

ガ タツ メ ダニ を実験的に人体 に 接触 さ せ 皮疹が起

こ る こ と を証明 した。 しか し，室内の ツ メ ダニ 個

体数が多 い と必ず居住者に被害が多 くな る と い う

相関が認め ら れ ると ば限 ら な い 。ツ メ ダニ 個体数

が少な い 家庭で も被害が多か っ た り，逆に個体数

が か な り多くて もま っ たく問題 が起 こ らな い 家も

ある 。 ど うや ら こ れ に は
，

ツ メ ダニ に 対する人の

感受性 ，
ダニ と人の接触す る機会の 多少な ど種々

の 要因 が関係 して い る よう で あ る 。し か し，い わ

ゆ る
“

ケ ラ カ ロ プシ ス
”

の場合は，他の ツ メ ダニ

類と異 な りほ とん ど人 に反応 が起 こ る よ う で あ

る 。 す で に 大島 （1964）は ，ChelacaroPsis　moorei ，

の存在 を報告 し て い る が ，吉川 （1980）は ユ979一

1980年 の 工年間 11例の 家庭内掻 よう性皮疹を調べ

こ れが ケ ラ カ ロ プシ ス ChetacaroPsis　sp ．に よ るも

の と考 え て い る 。 そ の 推察は正 し い と思 わ れ る が，

吉川 （1982，1984）が述 べ て い る よ りも一般家庭

に お け る 発生数 は我 々 の 経験に よ る と，あま り多

く な い 。ケ ラ カ ロ プシ ス は，Baker （1949）に よ

り創設 さ れ た属で ， AcaroPsisに類似 し て い る が ，

背板の 発達 が 悪 い こ と，背面形が幅広 く分 岐の あ

る棒状 で ある こ と ， 触肢の櫛状毛が一
つ で あ る こ

と，眼が 1対 ある こ とな どが特徴 に な っ て い る 。

さ ら に詳細 に 調査 し分類学的位置 を明 らか に す る

必 要 が あ る 。 ホ ソ チ トゲ ダ ニ は ， van 　BRONS ・

WIJK （1981）に よれ ば 室 内に 出現 し，生長期 間

中 に 20− 30個体，成虫に な る と 1 日 に 1 〜 2 個体

の ダニ （ツ メ ダニ も含む ）を食 べ ると い う。 もち

ろん ， ダニ の他 に 蛋白質と炭水化物 の 豊富な 食品

を も餌とす る 。 湿度75〜100％ ， 温 度26〜36℃ の

条件で 生長期間は 5 − 9 日 で あ る と い う。
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